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	きゅうしょくだより
	佐賀女子短期大学付属　ひしのみこども園
	　日増しに暑さが増しますが、まだまだ朝晩は肌寒く感じることもあります。寝る時はお腹を冷やさないように注意してあげてください。 　もうすぐジメジメとした梅雨にはいりますが、体調を崩すことのないよう、しっかり食べて、十分な休養を取りましょう。
	食育は 家庭の台所から
	　食事作りの時、お子さんと一緒に料理を作ることはありますか？「お手伝いしたいなぁ！」という言葉がお子さんから出たら、良い機会です。お手伝いをしてもらいましょう。
	「汚してしまうから」「時間がかかるから」「危ないから」と、ついお父さんやお母さんがやってしまうかもしれません。ここで、お子さんを台所から遠ざけてしまうと、後で本当に手伝ってもらいたい時に、近寄ってもきてくれなくなってしまう、という話もよくあります。せっかくのお子さんのやる気をそこねないようにしてあげたいですね。　　
	お子さんは色々なことを経験して成長していきます。料理もその一つで、料理の経験によって料理をする楽しさや喜びを感じ、「やったー、できたよ！」と子ども自身が満足感や達成感を得ることができるでしょう。一緒に料理することで親子の コミュニケーションが深まり、「自分で作ったものはおいしいね」など、子どもの食への興味関心も高まります。できることから少しずつ、お子さんに体験させてあげましょう。
	毎年６月は 「食育月間」です
	乳幼児期の食育　５つの目標
	●野菜を洗う 皮むき・きざむ
	●料理ができる までを見せる
	●食卓の準備 ●片付け

	鶏レバーの甘辛煮
	給食レシピの紹介
	　材料（４人分） ・鶏レバー　　　　　250ｇ ・玉ねぎ　　　　　　中2個 ・にら　　　　　　　1/2束 ・にんにく　　　　　1かけ ・酒　　　　　　　　20ｇ ・みりん　　　　　　20ｇ ・砂糖　　　　　　　40ｇ ・濃口しょうゆ　　　30ｇ





